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Iranian Nuclear Negotiation Reaches to Agreement: 
Responses in London 
 
はじめに 
4 月初めの枠組み合意以来、当初 6 月末に設定されていたイランと P5+1（途中から EU が加わっ
ている）の核交渉の最終合意期限は、最後の段階で交渉内容がほとんど報道されないまま再三にわ











① 今後 10 年間にわたってウラニウム濃縮の遠心分離器を 2 万台から 6,104 台に削減する。 
② 今後 15 年間にわたって兵器転用可能なウラニウム（使用済み核燃料）の貯蔵量を約 5 トンか
ら 300kg に削減する。 
③ フォルドウの地下にあるウラン濃縮施設を研究施設へと転用する。 
P5+1（および EU）側は： 
① 米国および EU が現在イランに課しているすべての核関連の制裁は、イランが合意内容を順
守する限り段階的に解除する。 
② 現在イランに関して課されている武器禁輸措置は今後 5 年間は継続し、とくに弾道ミサイルの





げ、最終的に P5+1（および EU）側の大方の条件を受け入れたと見るのが妥当であろう。 
 
Iran Nuclear Issue 
イラン核問題 
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保守系新聞の Times 紙では Roger Boyes がイラン情勢に対する過度の警戒心とイランへの不信
に満ちたあまり質が高いとは言えない論評記事「この詐欺師の取引きがイランの首の皮を残した」を載
せており、さらに Peter Brookes があからさまな悪意と偏見に満ちた「風刺漫画」を掲載している。 
同日夕方に入手した London Evening Standard 紙によれば、ネタニエフ首相が強硬な発言を続








Independent 紙は Tom Bawden の「原油価格の低迷と石油関連施設の問題から制裁後のイラン投
資にはリスクが伴うが、（投資加速は）避けられまい」との分析を引いてイラン石油の国際市場への復
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BBC 側のクルーが 3 人（そのうちの 1 人の女性はペルシャ語話者）、インタビューされる側はイラン
系の男女 2 人という構成で、50 分ほどに渉った英語のインタビューを筆者は 1 人で聴くともなく聴くこ
とになった。 
終了後にインタビューを受けていたイラン系女性（普段は文筆家・ジャーナリストだという）に訊ねて
みたところ、これはイラン向けに流されているペルシャ語放送ではなく、一般放送の BBC ラジオ 4












（2015 年 7 月 18 日脱稿、在ロンドン 鈴木均） 
